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客観説TQM研究所
はじめに
 　このページは、医療のTQM推進協議会（理事長：上原鳴夫氏、東北大学名誉教授）が、毎年、特に優れたQCサークル発表事例をホームページに公開しているものを再吟味するものです。同推進協議会の指導や評価が間違っており、我が国の医療TQMの推進を阻害しています。
 　本サイトは、事例を引用して注釈を加筆し、正しい指導方向を示すことで、その暴走を食い止めようとしています。 本サイトによる指導の重点は、実際に活動し発表する方々が誤った指導に警戒心を抱くよう、簡単に騙されないように導くことにあります。それには、ちょっと立ち止まって5分間だけ考えれば十分なのです。この「5分間だけ考える」というステップを怠るために、多くの方が、ありとあらゆる間違い犯す羽目に陥ります。
 　読者は先ず次に示す実際の発表事例をお読みください。そして何か腑に落ちない点がないか、5分ほど考えて頂きたい。専門家なら5分もあれば十分に検討できるレベルだからです。その上で、当研究所の指摘と読み比べてください。

発表事例
	喫食率を向上させよう！

	博愛会 栄養管理科
	Rainbow サークル
	中島せつ子 池田佳良



　「Rainbowサークル」は管理栄養士2名という小さなサークルですが、Rainbowという名に、このQCサークル活動が夢や希望への橋渡しとなるよう願いを込めました。  



　(1) 「喫食率を向上させよう！」が、この発表のテーマと思われますが、テーマの名称であることが示すべきです。
　(2) 「喫食率」の意味と計算方法の説明がありません。QCサークルの事例発表は、他サークルとの相互啓蒙が目的ですから、他人に理解できるように説明するべきです。
テーマ
	　今回で３件目となり、今回は， 
1. 「食材の在庫管理できていない」 
2. 「残菜量が多い」 
3. 「パソコン入力ミスが多い」 
4. 「患者にとって快適な食環境が整っていない」 
の４つの問題点が浮上しました。
 　しかし、質を重要視し、評価項目においても総合評価の高かった「残菜量を減らし、喫食率を向上させよう！」をテーマとしました。　その選定理由は、少しでも多くの方の喫食率が上がることで病気や怪我の回復力の向上、褥瘡の予防及び改善は勿論のこと、食事が楽しみであると満足して頂ける食事提供を目指したいと考えたからです。
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